
資料６－２

当別ふれあいバス収支見込（Ｈ２０～Ｈ２３）

Ｈ２０決算 Ｈ２１決算見込み Ｈ２２予算 Ｈ２３予算

5000 赤字額
赤字額 2,501,500 6,070,000 赤字額

運行経費 運行経費 4,270,000 運行経費
50,000,000 52,600,000 50,800,000 

運行収入 収入合計 運行収入 収入合計 運行収入 収入合計 運行収入 収入合計 運行経費
10,698,500 47,498,500 9,730,000 46,530,000 9,730,000 46,530,000 9,730,000 46,530,000 46,800,000 

3680

参加事業者 参加事業者 参加事業者 参加事業者
負担金 負担金 負担金 負担金
36,800,000 36,800,000 36,800,000 36,800,000 

運行収入 運行経費 運行収入 運行経費 運行収入 運行経費 運行収入 運行経費

国庫補助金 25,200,000 国庫補助金 35,500,000 国庫補助金 不明 国庫補助金 無し
活性化事業 ・MMの実施 活性化事業 ・MMの実施 活性化事業 未定 活性化事業 未定

・音声映像案内システム整備 ・バスまつりの開催

・バス待合所整備 ・ノンステップバス導入

・SuiSuiふれバ実証運行 ・物流システム実証運行

・OD調査など調査事業 ・OD調査など調査事業

※　地域公共交通活性化協議会の補助金が無かったものとして、ふれあいバス運行経費を参加事業者負担金と運行収入のみで賄うことを前提として赤字額を試算。

運行経費増加要因
●市街地循環線増便
　バス2台で運行
●協議会車両増加
　メンテナンス・保険料のみ

運行経費削減
　　　　（ステップ１）
●市街地循環線17時で終
了
　17時以降を3台で運行し
　人件費減

運行経費削減
　　　　（ステップ２）


